「愚かな女」と「男のような女」 : エチオピア・マーレ女性のライフストーリーにみる教育とジェンダー by 有井 晴香









































































2000; Vavrus 2003; Holmarsdottir et al. 2011）。また、アフリカのフェミニズムの観点か
ら、「抑圧された」アフリカ女性をエンパワーメントし、自律的な主体を理想とする考え方
が西欧的なジェンダー観を基盤としており、アフリカ社会の現状とそぐわないことが批判















































（independence）が損なわれる可能性について指摘している（Thubauville 2013, 2014a, 
2014b）。新たな価値が流入し価値観が再編されていくなかで、従来の社会構造において確
立されていた女性の地位が揺らいでいるといえよう。そうしたなかで、教育を受けた女性























































録音機器を用いたインタビューは 2013 年 12 月から 2015 年 6 月のあいだに合計 14 回お
こなった。それぞれのインタビューの録音時間は 20 分から 70 分であり、合計で約 400 分















                                                   
1 現在のエチオピアの行政区分は州（region）―県（zone）―郡（woreda）―村（kebele）
で構成される。マーレ郡は 23 の村に分けられている（2015 年時点）。 
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2 南オモ県教育局とマーレ郡教育局の統計によれば、2005 年時点で 1267 人だった女子就
学者数は 2015 年には 16417 人になっている。 
3 現在のエチオピアの教育制度は 1994年に暫定政権によって発表された教育訓練政策がも
とになっている。社会主義政権期は 6 年制だった初等教育を 8 年制（前期初等教育 4 年間、
後期初等教育 4 年間）に、中等教育を前期、後期それぞれ 2 年間とする 4-4-2-2 制がとられ
た。小学校は初等教育の 8 年間、中学校は前期中等教育の 2 年間にあたる。小学校と中学
校の授業料は無償である。 












































































































































オーコは 2015 年 5 月現在、夫と三人の養女と暮らしている。夫はトタン屋根の家を建
てることで現金収入を得ている。オーコには 9 人の実子がいるが、全員が家を出ており、
ジンカ市 6の高校に通う八女以外は、小学校教員や保健普及員などの職に就いており、給
与所得者であった。3 人の養女のうち、ふたりは就学しており、7 年生と 4 年生に在籍し
ている。ひとりは 2014 年に引き取った子どもであり、2 歳に満たない幼児であった。 
オーコは 1940 年代後半から 50 年代初頭にかけて生まれたと推測される。マーレ南部の
低地の村で生まれ、幼少期に父親を亡くしてからは、母親に連れられてマーレ西部の村で



















回数は数え切れないという。筆者が滞在していた 2011 年 11 月にも、オーコは重篤な状態
となり、ジンカ市の病院に入院していた。 
                                                   
6 南オモ県の県都。コイベ村から西方へ直線距離で約 25km 離れた場所に位置している。
2007 年時点の人口は約 20,000 人である（CSA 2010）。また、南オモ県内における高等教
育機関はジンカ市に集中しており、2018 年にはジンカ大学が開校した。 




















































































































































































男のような女（atinqe gudi laali）と言われる人、等しく彼と一緒にする人だ。 



































































                                                   
7 マーレ語では「あなた（neeni）」という二人称が聞き手を指示せず、一般化した語りや、
話し手の経験を一般論として語るときに用いられることがある。 
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This article aims to clarify how the expansion of school education in rural Ethiopia 
influenced the lives and gendered value of women. By focusing on relational autonomy, 
it also indicates that socially vulnerable people develop autonomy in a process that is 
embedded in social context. To this end, the case of a woman without formal education 
who supported her eight daughters to attend school in Maale, southwestern Ethiopia is 
examined. In her narrative, I focus on her expressions to representation of the ideal 
livelihood of women and her interpretation of her own life. From the view of 
development, school is often regarded as the means of empowering women to become 
autonomous individuals. This article shows that school also acts as an apparatus that 
generates new distinction. It influenced women to build an ideal image and to blend 
this image with other existing distinctions in their interpretation of self. Thus, the 
spread of school education helps them view their lives objectively and get autonomy. 
On the other hand, it strengthens the dilemmas emerging from social categories. The 
introduction of school education facilitates the reorganization of this self-evaluation by 
providing the categories of “the educated” and “the uneducated.” This new social group 
occurs among other social changes such as regime change, the spread of Protestantism, 
and monetary economy infiltration. In this complex social context, women work to 
consider their strengths and vulnerabilities through relationships with others, and in 
the end, to establish themselves as autonomous individuals. 
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